
生存科学研究所「生存の理法の新たな展開に関する研究－世界の動向からー」事業
日本健康福祉政策学会　やどかり研究所　共催

研究集会のご案内

障害者・高齢者の生存に関わる政策研究
日時　2018年 7月 28日（土）13時 30分～ 17時

　場所　東京家政学院大学千代田三番町キャンパス 1606 教室
　　　　　（入り口右側エレベーター６階降りてすぐの栄養教育実習室）
　参加費　生存科学研究所・日本健康福祉政策学会・やどかり研究所会員は無料
　　　　　一般（資料代実費）

　日本の社会保障政策が大きく変化しようとしています．社会保障のあり方に財務省や経済界の
意向が色濃く反映されるようになり，財源問題から社会保障政策が議論されています．その特徴

的な動きが「我が事・丸ごと」地域共生社会を目指す流れです．「我が事・丸ごと」とは，子ども，

障害者，高齢者，生活困窮者など，生活する上で何らかの支援を必要とする人を丸ごととして捉え，

自己責任を問い，家族同士の支え合いや近隣の支え合いを中心にすることで，公的な責任，それ

ぞれの領域の専門性を大きく後退させる動きです．しかし，これらの動きは一見その言葉の響き

にごまかされ，多くの人が問題に気づきにくいという特徴があります．

　今回の研究集会では，これらの政策の流れをじっくりと学びながら，どこに問題があるのか，

介護の現場の実態などを共有し，法制度上の問題，障害者権利条約，SDGｓなどの国際的な動き

も視野に入れながら，これらの政策のあり方を考える機会にしたいと企画しました．

プログラム（予定）

13：30 ～　　挨拶　今回の企画について　松田 正己（東京家政学院大学人間栄養学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　増田 一世（やどかりの里）

13：45～ 14：30　基調報告「我が事・丸ごと」地域共生社会が示すこと

　　　　　　　　　　　講師：佐藤 久夫（日本障害者協議会理事・日本社会事業大学）

14：30～ 15：00　報告　介護保険の現場から

　　　　　　　　　　　講師：小島 美里（NPO法人暮らしネット・えん）

　　　　　　　　　　　　　　　《 休憩》

15：10～ 15：40　意見　社会保障の法制度の問題と展望

　　　　　　　　　　　講師：岩隈 通洋（杏林大学総合政策学部）

15：40～ 16：00　意見　障害者権利条約，SDGs と日本の社会保障の動き

　　　　　　　　　　　講師：増田 一世　松田 正己

16：00～ 17：00　全体討論



　日本健康福祉政策学会事務局
　　〒337-0026　さいたま市見沼区染谷 1177-4　やどかり情報館　
　　　　　　TEL ０４８－６８０－１８９１　FAX ０４８－６８０－１８９４　
　　　　　　E-mail  kenkouhukushi@yadokarinosato.org

 

このまま FAX（０４８－６８－１８９４）送信してください

氏　名　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　会員・一般（いずれかを○で囲んでください）　

ご住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　

所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　　　　　　              　　　 　　　　  　

TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

障害者・高齢者の生存に関わる政策研究

◎ 会場のご案内

〒102-0841　東京都千代田区三番町 22
 TEL：03-3262-2257（代）

市ヶ谷駅　（JR  中央線・総武線　東京メトロ
　 有楽町線・南北線　都営地下鉄 新宿線）
　 徒歩約８分（地下鉄 A3出口）

半蔵門駅　（東京メトロ 半蔵門線）
　 徒歩約８分（５番出口）

九段下駅　（東京メトロ 東西線　都営地下鉄 
　 新宿線）
　 徒歩 12 分（2番出口）

      　　　　　　　　　　　＜参加のご案内＞
◎ 申込方法　参加申込書に必要事項をご記入の上，ファックスまたは郵送，E-mail 等で

                   お申し込みください．

　　　　　　　＊ 開場の準備の都合等ございますので，必ず事前にお申し込みください．　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎ 申し込み締切　2018 年 7 月 20 日（金）


